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（別紙） 

【司会者】  私，刑事第３部で裁判長をしております佐々木と申します。

本日の司会進行を務めさせていただきます。どうぞよろしくお願いいたしま

す。 

 まず，この会の趣旨から，簡単に説明させていただきます。御承知のとお

り，裁判員制度は平成２１年の５月から始まっておりまして，もう数か月で

丸４年を迎えようとしております。この間，全体としてはおおむね順調に運

用されていると，また，国民の皆様からの理解をいただいているというふう

に言われておりますけれども，一方では，審理の内容が年々理解しにくくな

ってきているのではないかというような指摘もあるところです。 

 そんなこともありまして，裁判員を経験された皆様方から率直なところを

お伺いしまして，今後の制度の運用あるいは公判審理のあり方を検討する上

で大いに役立たせていただきたいということで，このような会を開かせてい

ただいているところであります。 

 本日は，この千葉で特に多い覚せい剤の密輸事件，これを担当された皆様

方にお集まりをいただきました。お忙しいところをお集まりいただきまして，

誠にありがとうございました。今後も密輸事件は多く千葉では審理が見込ま

れております。皆様からの忌憚のない御意見をいただきまして，今後の審理

に生かしていきたいというふうに思っております。どうぞよろしくお願いい

たします。 

 さて，本日の進行ですけれども，席上に大まかなところを書面にさせてい

ただいております。また，話題事項ということで事前に送らせていただいて

いると思いますけれども，それに沿って進めていきたいと思っております。 

 では，早速ですが，１の自己紹介あるいは全体的な感想ということで始め

させていただきます。まず，同席をしております検察官，弁護士，それから

裁判官から簡単に自己紹介をさせていただきます。 
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 その後，裁判員経験者の皆様方からは，御自分の担当された事件がどんな

事件だったのかということを簡単に触れていただきながら，裁判員を経験さ

れてどんな感想をお持ちになられたか，全体的なところを最初に伺えればと

思っております。 

 では，まず私からになりますけれども，刑事第３部で裁判長をしています

佐々木と言います。昨年の４月の転勤で千葉にやってまいりました。千葉で

はこれまで１５件ほどの裁判員事件を担当してきたんですけれども，何の因

果か，あるいは偶然だと思うんですけど，そのうち１２件が覚せい剤密輸の

事件でした。 

 覚せい剤密輸といってもいろんな事件がありますし，いろんな被告人がい

るわけですけれども，こうやって多くの事件を担当していると，逆にそうい

うものに慣れてしまって，審理あるいは評議といったものに配慮が欠けてい

っているのではないかというところを自分自身で不安に思っているところで

す。 

 今日のこの会で皆様方からいろんな御意見をいただいて，それをしっかり

胸に刻んで，また今後の仕事に生かしていきたいというふうに思っています。

どうぞよろしくお願いいたします。 

 それでは，次に裁判官から自己紹介を続けてさせていただきます。 

【裁判官林】  刑事第３部で右陪席をしております林啓治郎と申します。

よろしくお願いいたします。 

 昨年の４月から千葉の刑事部で裁判員を担当しております。裁判官になっ

てからは昨年丸１０年がたちまして，ちょうど密輸の事件をしている評議の

最中でしたでしょうか，そろそろ判決だという時期に丸１０年を迎えまして，

裁判員裁判と自分の１０年間が，何て言いましょうか，印象深いといいまし

ょうか，裁判員裁判が思い出されるという気持ちでおります。 

 裁判員では評議を担当することも多いですので，今日の皆様のお声を今後
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の裁判員裁判に役立てていきたいというふうに思っております。どうぞよろ

しくお願いいたします。 

【裁判官小川】  刑事第３部で左陪席を務めています小川一希と申します。

本日は皆さんの忌憚のない意見を伺いながら，今後の職務に生かしていきた

いなというふうに思っていますので，どうぞよろしくお願いいたします。 

【検察官木下】  検察官の木下と申します。よろしくお願いします。 

 私は一昨年の６月から千葉の検察庁で勤務していて，千葉ではおおむね２

年間勤務しております。裁判員裁判を主に担当しておりまして，数はあまり

数えていないんですが，３０件ぐらい，もう少しはやっているかなという感

じです。 

 今回，覚せい剤密輸事件を皆さん経験されたということで，私自身，日々

事件をやっている中で，なかなか理解するのが難しい事件だなというところ

を考えていて，できるだけ分かりやすくとは努めているんですけれども，今

日，皆さんの率直な意見をお聞きして，今後の執務に生かしていきたいと思

っておりますので，どうぞよろしくお願いいたします。 

【検察官渡邊】  検察官の渡邊由香里と申します。本日はよろしくお願い

いたします。 

 私は昨年の４月に千葉に赴任してまいりました。刑事第３部の裁判に立会

しているということもありまして，先ほど裁判長からお話があったとおり，

１０件余の密輸事件に関わったという記憶です。 

 密輸事件を担当するのが千葉に来てから初めてのことでしたので，検察官

の私自身もなかなかなじみがない事件です，正直なところ。なので，皆さん

がどのように密輸事件について感じられたかというところを今日はいろいろ

聞かせていただきたいと思っております。 

 経験者の方のアンケート結果を見させていただいても，検察官の立証が分

かりにくかったという方も中にはいらっしゃるみたいですので，そういった
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点，立証が分かりづらい点があれば，率直な意見を聞かせていただきたいと

思っております。どうぞよろしくお願いいたします。 

【弁護士東】  千葉県弁護士会の弁護士の東といいます。きょうは皆さん，

お忙しいところをありがとうございます。 

 私は弁護士として今７年目なんですけれども，裁判員裁判の経験といたし

ましては，覚せい剤密輸事件として４件，またその他の事件，弁護人として

４件，また被害者の方から関わった事件として６件ほどございまして，多分

これで合っていると思うんですけれども，十四，五件ほどの経験がございま

す。 

 普段，私たち弁護士は皆さん裁判員からの視線を浴びながら，どのように

考えておられるんだろうというふうに考えながらいつも訴訟活動を行ってい

るんですけれども，判決という形でしかそれが分からないところがあります。

今日このように直接お話をお伺いできるというのは大変貴重な機会だと考え

ておりますので，率直なところをお聞かせ願えればと思います。よろしくお

願いします。 

【司会者】  それでは，続きまして皆さん方からも自己紹介をお願いした

いと思います。１番の方からお願いします。 

【１番】  私は，平成２３年１１月に覚せい剤取締法違反の裁判員裁判に

参加しました。 

 そのときの感想は，ざくっと言うと，最初，初めて参加させてもらって，

勉強のつもりで来ているんですけれども，そのときに専門用語というんです

か，そういったものが飛び交うところで，それを質問する場というか，そう

いったものが欲しかったような記憶があります。 

 というのは，舞い上がっていまして，入ってくると緊張していましてね，

私たち。２回目の辺りだと慣れるんでしょうけれども，初めて来て，こうい

ったものをテレビ以外で見たことがありませんので，どういった雰囲気で行
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っているかは分かるんですけど，言葉は確かに専門用語が強いので，１時間

ぐらいでもちょっと教えてもらいたかったかなという気持ちがあります。 

 内容的には，覚せい剤を密輸してどうのこうのという審理の部分では，言

葉を追い掛けていけばよく分かるんですけれども，そこに専門用語が出てく

るじゃないですか。それが，うんうんと詰まるというんですかね，そういう

ところがありました。質問することができないので。何でかというと，恥ず

かしさと，そういうことを言っていいのかなという部分があるんですね，私

どもの側としては。 

 感想的にそれが，１日目，２日目，３日目と流れていくと，大体こんなも

のだというのが分かってくるので，そうすると，なじむんですけど，１回目

のとき，私たちが上がっているところのこの上がりを少しほどいてほしかっ

たかなという感想を持っています。 

 とりあえずは以上です。 

【司会者】  どうもありがとうございました。では，２番の方，お願いし

ます。 

【２番】  去年の１１月終わりから１２月にかけて，メキシコ人の女性が

覚せい剤を体に付けてきて，税関で捕まったという件なんですけれども，相

手が外国人だということと，それから被害者というのが全然見えないもので

すから，実感が湧かなくて，テレビやマスコミ等で聞いたこと，大体そうい

った流れかなというような感じなんですけれども，本当に実感の湧かない裁

判だという感じがしましたね。 

 それで，裁判自体については，やはりそういう経験をさせていただいて非

常にありがたかったというか，勉強になったというか，その後，何か裁判で

誰々が刑が執行されるとか何とかというと，より深く考えるようになりまし

た。今までは他人事というか，そんな感じでしたけど，最近は一々考えるよ

うになりましたね。やはり裁判員制度というのは，そういう意味では，私だ
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けじゃなくて，これから多くの人が経験されていくと思うんですけれども，

非常にいいことだと思いますね。 

 それと，裁判というものが公開というか，一般市民に分かってくるという

ことはやっぱり必要だと思いますね。以上です。 

【司会者】  ありがとうございました。では，３番の方。 

【３番】  去年の３月の初めに外国人の覚せい剤の裁判に関わらせていた

だきました。 

 秋ぐらいに裁判員の名簿に載りますよというお手紙が来て，それから選ば

れるかもしれないので来てくださいというお手紙が来て，選ばれましたよっ

て，段階を踏んで呼んでくださっているので，心の準備がすごくできたなと

思います。 

 １日目は，何で自分がここに座っているのかなってすごく信じられない気

持ちでいたんですけれども，裁判官の３人の方々がすごく軟らかい方だった

ので，ミーハーなんですけど，法服を着させてくださいとか，そんなところ

から始まったりして，裁判は全く別世界だったところから，私，小学生の子

供がいるんですけど，学校で習っていることを，遠い世界のものじゃなくて，

もっと身近なものなんだなということを感じることができたので，参加させ

ていただいたのは本当によい経験になりました。 

【司会者】  また後ほど具体的なお話を伺いたいと思います。どうもあり

がとうございました。では，４番の方，お願いします。 

【４番】  一番感じたことは，私，年が７０代です。それで裁判所に入っ

たら，ものすごく聞こえにくかったんです。「もうちょっとボリュームを上げ

てもらえませんか。」と言ったら，多少上げてもらったんですが，それでも聞

こえにくかったんですね。あまり理解ができなかったことが第１番目。 

 それから，裁判員というものは，刑を何年何か月と決めるとこまで行くと

は思っていなかった。被告人が要するに有罪なのか，無罪なのかということ
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の判断ぐらいまでしか行かないんじゃないのかなと私は思ったんです。最初

の説明でそういうのを聞き逃しちゃったのか，ちょっと分からないんですが，

最初にそういうことを細かくはっきり我々に通じるように，説明してもらい

たかったというのが今の感想です。 

 以上です。 

【司会者】  ありがとうございました。では，５番の方，お願いします。 

【５番】  去年の６月に外国人の覚せい剤の事件で参加をしたんですけれ

ども，裁判員に選ばれたということで，実際仕事もあるし，いろいろ日常的

なこともあったりする中で，１つの経験だと思って参加させてもらったんで

すけど，途中経過だったりとか，評議の仕方だったりとか，全体的な流れと

か，すごく分かりやすく説明していただいたりする中で，私は結局，最終的

に量刑を決めるときになって，すごい不安になってしまって。 

 私なんかがそういう刑を，人の一生じゃないですけど，何年も刑務所に入

ったりとかするのを決めていいんだろうかとすごい不安というか，精神的に

ちょっと不安定になってしまって，もうそこでやめたいなと思ったんですけ

ど，でも，終わってみて，結局，最後の真実というのは，刑は決まったとし

ても，本当にどうだったんだろうというすごい消化不良な思いが多少残った

かなと思って。 

 ほんと丸々１週間，裁判所に通ったりして，実際，自分の日常に戻ったと

きでもちょっと思い出したりして，時間がたてばそれなりに消化してきたと

いう感じです。 

【司会者】  量刑の難しさというところは後半の方でテーマになりますの

で，またその際にお話を伺いたいと思います。ありがとうございました。 

 それでは，６番さん。 

【６番】  昨年の９月に，日本人の覚せい剤の運び屋さんの裁判に参加さ

せていただきました。 
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 裁判をやってみての感想を率直に述べると，あまりにも淡々と事が運んで，

言葉はちょっと悪いですけど，出来レースみたいな感じで，ここに落としど

ころがあるのかなという感じがありました。 

 ただ，全体的な進め方に関しては，裁判官の方がすごくかみ砕いて説明し

てくださったりとか，あとディスカッションのときでも一個一個，的を絞っ

て働き掛けてくださったので，そういう点では分からないというところはな

かったんですけど，争点が運び屋の認識の問題，これが覚せい剤かもしれな

いという認識を証明しなきゃいけないという内容だったので，素人の私たち

があまり口出せるところもなかったし，淡々と終わったかなという感じはし

ました。 

 でも，今の実生活に戻ってみて，当時は仕事との両立とかで結構大変だっ

たんですけど，貴重な経験をしましたし，当然，守秘義務で言える範囲です

けど，周りの人に話をするときとかでも，いい経験だなということで，少し

勉強させてもらったのはありがたいと思います。以上です。 

【司会者】  どうもありがとうございました。それでは７番の方，どうぞ。 

【７番】  昨年の１０月の初旬，１週間ぐらいで外国人の覚せい剤の違反

で携わりました。 

 感想といたしましては，この方は，というのは要するに被告人ですけれど

も，覚せい剤を日本国に持ち込んだという，その事実の確認と，それからそ

の人が取った行動の一連の事実とか，そういうものを分析していって，割り

出していくんだというプロセスなんですけれども，私がちょっと困惑してい

たのは，その被告人に関わっている人，主に外国人同士とか，あるいは日本

人，これが図式的に一覧になっていれば，もっとみんなが早い時間の範囲で

共有できる。そういうふうに工夫すればもっと分かりやすいのになというの

が１点。 

 それから，やはり外国人ですから通訳を二人，いわゆる２か国から出まし
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たので，ものすごく時間が掛かるんですね。先ほどおっしゃっていましたよ

うに，声の大きい小さいもありますし，語尾なんか聞き取りにくいことがあ

ったりします。そういった面でちょっと何回か，「もう１回言ってください。」

とお願いしたこともあります。 

 そういうことと，それから進行していく間に，だんだんだんだん核に入っ

ていきますから，細かい具体的な。そうすると，自分はこのことを追及して

いって，自分の意見をまとめるんですけれども，あまりにも小さいところへ

入っていってしまうので，はっと自分でこの裁判は何の裁判だっけと自問自

答している部分が結構あるんですね。 

 そのとき，この外国人が罪を犯したことの大前提に，原点にできるだけ自

分で帰れる，出発点に戻ろう戻ろうとすごい努力をしていたんです。でない

と話がぼけてしまいますし，その辺がまだ経験がないものですから，そうい

った部分で非常に自己的に整理しながら論じていくというのが難しいことだ

なと思いながら，そんな印象というか，感想ですね。以上です。 

【司会者】  どうもありがとうございました。それでは８番さん，お願い

します。 

【８番】  私は昨年の１２月の初めの裁判で，被告人が日本人女性ですが，

知的レベルに問題がある若い女性の裁判でした。 

 そういうことも初めての経験で，ほんとに今まで皆さん１番の方からずっ

とおっしゃってこられたことは，私も本当に同じような気持ちを思っていま

したので，うんうんと一つ一つうなずきながら聞いていたんですが，裁判中

というのは毎日が非日常的で，全く自分とは無関係の事件で，テレビでよく

見るのは殺人とかなんですけど，麻薬とかいうのは全く周りにもいないし，

裁判所に足を踏み入れたのも初めてだったので，すごく気持ちが，いい意味

なんですが，高揚した毎日だったんですね。 

 そこに来て，年齢，性別，それから生活環境の違う人たちが集まって，毎
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日事件を話すんですけど，すごく裁判官の方たちが，先ほどの方もおっしゃ

っていたんですけれども，ほんとに軟らかくて気さくだったので，私は一つ

一つが納得いかないと進めないたちなので，分からないことは何でもその場

で聞いてしまえたところがありましたので，毎日通ってくることがとてもい

い意味で本当に高揚していて，頭をフル回転しなくちゃという非日常的な部

分を持てた期間だったんじゃないかなって思えます。 

【司会者】  どうもありがとうございました。 

 皆様方から自己紹介がてら全体的な感想をいただきました。では，ここか

らはもう少し具体的な中身に入っていきたいと思います。 

 まず審理の内容ですね。法廷で行われました公判審理，この中身について

どのような感想を持たれたか，あるいはどのような意見を持たれたのかとい

うことをお伺いしたいと思います。 

 法廷での出来事でもいろいろな場面があったかと思います。検察官あるい

は弁護人が事件の説明，「冒頭陳述」なんていうふうに，先ほど専門用語とい

うお話がありましたけれども，この事件はこういう事件ですよという説明を

していたところ，あるいは一番最後に証拠調べが終わって，検察官はこうだ

というふうに考える，あるいは弁護人はこうだというふうに考えるという説

明を当事者がしていた部分があったかと思います。 

 そういうところをお聞きになられて，分かりやすかったのか，あるいはす

ごく分かりにくいところがあったのかというところ，何か御感想，御意見を

お持ちになられた方がいらっしゃいましたら，まずそこの部分から入ってい

きたいと思うんですけれども。いかがでしょうか。 

【１番】  先ほどの私の意見と同じなんですけれども，理解は大体，私の

場合はできました。ただ，専門用語的な要素がとにかく邪魔するもので，例

えば今言った「論告」ってあるじゃないですか。これは普通の言葉で言うと

何て言うんですか。普通に僕たちが仕事をやるときに，「論告」というのは・・・。 
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【司会者】  一般的に「論告」というのをどう言うのかということですか。 

【１番】  はい。 

【司会者】  日常的に経験されている中で「論告」というようなものが何

かあるかどうかということなんですけど。手続の名称ですから，どうしても

専門用語という感じになっちゃいますよね。 

【１番】  そうすると，「論告」というのがどこに当てはまるか分からない。

要するに，私たちが会社の会議で話をするときに，例えば書類をまいて，書

類について打ち合わせしていくじゃないですか。あるいはこれについてどう

だとか。そのときに，「求刑」というのは刑を求刑するわけですよね。要する

に簡単なふうに言っているんですけれども，流れの中にこの言葉を把握する

ことが，内容は把握はできるんですけれども，「論告」という言葉，どこの部

分を言えばいいのか，私ちょっと分からないんですよ。申し訳ないんですけ

ど。頭が悪いのかもしれませんけど，ほんと分からないんです。「論告」って

ぱって言われたときに，どこのことを，書類あるじゃないですか，いただい

たもの。どれをしゃべれば・・・。教えてください。 

【司会者】  証拠調べでいろいろな手続，証拠資料を提出したり，証人あ

るいは被告人から話を聞いたりして，全部そういう手続が終わった後に，さ

て，この事件はこういう事件ですよ，証拠に基づくとこういうふうな事件だ

というふうに言えますよというふうに検察官がまとめをするといいますか。

その上で，こういう刑が妥当だというふうに検察官が意見を言うというのが，

法律的，専門的には「論告求刑」と言うんですよね。 

【１番】  ああ，はい，分かりました。 

【司会者】  しかし，そういう専門用語一つ一つ取り上げても，裁判官と

か検察官，弁護士さんたちは普通に使っているけれども，一般的にそういう

こととは関わっていない方々にとっては，何だこれはというところから入っ

てしまうということですね。 
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【１番】  そうですね。「論告」というのは，今おっしゃってくれたここま

でかなということですね。全体の流れのことを言っとるんですかね。 

【司会者】  いえ，一番最後の部分。 

【１番】  理由を言っていきますよね。 

【司会者】  そうですね。こういう証拠がありましたから，こういうふう

に言えますよねというふうに。 

【１番】  皆さん分かるんでしょうが，私ちょっと，どこのことをしゃべ

っているのか分からなくなるんですね。 

 というのは，何でかというと，しゃべっているうちに自分が何しゃべって

いるか分からなくなっちゃうんですよ，私たち。頭のいい人たちは，度胸座

ってる人は，ぱっとしゃべれるんでしょうけどね。要するに，しゃべってる

うちに話題が変わっていっちゃう。頭の中で変わっていっちゃう。 

 御飯食べながら打ち合わせするじゃないですか。そういったときに，論告

についてもわーっとしゃべると，非常に意見がまとまりやすいというか，硬

くなくて普通になじむというか。 

 だから，何番目かの方がおっしゃったんですけど，まとめる方に応じて頭

が軟らかくなってしゃべりやすいんですね。ぱっと，ふわっと出てくるとい

うか。がちっと固められると・・・。 

【司会者】  段取りつけて一つ一つ説明を聞いていくよりは，何か場の雰

囲気・・・。 

【１番】  それは当然ありますね。そのときに聞いていって，確認してい

って，しゃべるんですけれども，しゃべったときに，硬い言葉でしゃべらな

くちゃいけないんじゃないかというイメージがあるじゃないですか。 

【司会者】  そういうイメージもあるんですか。 

【１番】  ありますね。それは聞いてみたら分かりますけど，ぱっと答え

られる人はいいですけど，どうやってしゃべったらいいのかなってなること
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があるんですね。それがお弁当を食べているとき，普通の言葉で，今言った

ように，はらっと出る。そうすると，ああ，こうなんですねとまとめてくれ

たりしてくれましたね。 

 だから，それについて，何言っているかまた分からなくなったけど，理解

ができましたかというと，非常に理解しづらい部分と，自分に基づいて流れ

を作っていくことをちゃんとやっていけば，よく分かったかなと思いますね。 

【司会者】  ありがとうございます。ほかの方，いかがですか。 

 検察官や弁護人が法廷で一番最初に事件について説明をしている。あるい

は一番最後に，証拠調べに基づいてこうですよ，あるいは何年が妥当ですよ

というふうに一種のプレゼンといいますか，そうしている部分があったと思

いますけれども，こういうところが自分の事件は分かりやすかったとか，こ

ういうところが分かりにくかったんだけどというような，そういう御意見，

御感想はございますか。 

【６番】  私が担当させていただいた件は，被告人が一番末端の人で，組

織があって，一緒に覚せい剤を運んだ人，飛行機に一緒に乗って空港まで持

ってきた人，その上の上位者の人，要は指示した人，更に上の上位者，ここ

ら辺までは名称が分かって，裁判の内容としては挙がっていました。 

 その先はもっと組織が大きくなったり，海外に飛んだりして分からないん

ですけど，その中でも一番の末端の人の認識の問題というところで裁判が進

んでいったんですけど，最初の方は理解できたんですけど，途中から検察官

の方がいろいろ証拠に基づいてお話ししているときに，個人的な感覚で話す

と，何かすごい回り道してるなという，何で今その説明をするんだろうと。 

 例えば，すごい重なっていて，その時間というのはちょっと自分の中でメ

モを取るのを忘れちゃっていた時間なので，最終的には共謀していたという

ことを証明するために説明してくれているんだな，証明しているんだなと分

かったんですけど，その都度その都度，こんなの裁判じゃあり得ないかもし
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れないですけど，これからこれについて証明しますというふうにあれば，も

うちょっと事件の全体像が見えて，自分の頭の中も突っ込めたかなと。最終

的にはつながったので，ああ，なるほどになったんですけど，途中がちょっ

と抜けちゃっていたなというのは，少し分かりにくかったところではありま

した。 

【司会者】  ありがとうございます。ほかにいかがですか。 

 先ほど７番の方，関係者の図式があればというお話でしたけれども，例え

ば，先ほど言いました最初の事件の説明であるとか，一番最後のところでそ

ういった関係者の図式を使ったような説明というのは，検察官や弁護人から

プレゼンというのはなかったんですか。 

【７番】  いわゆる文章で全部持ってきまして，それを共有してやるわけ

ですから，図というのはありましたが，本当に各論の一部の中にあったぐら

いですね。そんな感じでした。 

 おっしゃったように，全体像をつかむのは，人の関わり，あるいは誰が何

をやったかという，そういうものが一覧で見えるといいのかなと。 

【司会者】  ありがとうございます。ほかには。 

【３番】  私は検察官の方がおっしゃっていたことはすごく分かりやすか

ったです。段階を踏んで話をしてくださっていたので分かりやすかったんで

すけど，弁護人の方がおっしゃっていた方がよく分からなくて，それは評議

のときにも裁判長にお話ししたんですけど，私のときはナイジェリア人の男

性だったので，性別も自分と違いますし，ナイジェリアと言われて，えっ，

どこだっけ，アフリカのというところから入ったので，被告人の方に感情移

入して話を聞くことが結局すごく難しかったのと，無罪じゃないよねという

頭で聞いちゃっていたから，もしかしたら弁護人の方がおっしゃっていたこ

とがよく分からなかった。でも，それは仕方がないことなのかなって気はし

ます。 
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【司会者】  弁護人はどうしてこの被告人が無罪になるのかということに

ついての説明が少し足りなかったんですかね。どういう理由で無罪だという

ふうに弁護人が言っているのかということを，あまり理解がしにくかったと

いうことですかね。 

【３番】  おっしゃっていることは分かるけど，でも普通に考えたら，知

らないでやったとか，だまされたとかおかしいなって。塊をかまないで飲み

込んで日本に持ってきちゃいましたという事件だったんですけど，普通に考

えたら，その重さを飲むということは，その時点で悪いことをしているとい

う認識はないのかなって。最後「ごめんなさい。」と言ってくださったんです

けど，でもやっぱり，言い訳じゃないけど，いろいろ言ってくださっている

んですけど・・・。 

【司会者】  その被告人の言っていることが，彼が罪に問われないで済む

ということと結び付きがどうもうまくつかなかったということですかね。 

【３番】  そうですね。その辺がうまく理解できなかったです。 

【司会者】  ありがとうございます。ほかにいかがでしょうか。 

 判決はもう見させていただいているんですけれども，５番の方が担当され

た事件で，法律的に何か難しい主張とか出てきませんでしたか。緊急避難と

か期待可能性という法律用語が出てきていたという記憶はありますか。 

【５番】  それって難しいことですか。 

【司会者】  そこは検察官とか弁護人の説明を聞いて，すっと理解できた

ということですか。 

【５番】  はい。 

【司会者】  そこであまり苦労はされなかった。 

【５番】  はい。 

【司会者】  ほかにいかがでしょうか。検察官のこういう工夫がすごく理

解しやすかったとか，あるいは逆にこういうところがもう少しあると，もう
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少しよく理解できたのにというような。 

【４番】  証拠を見せてくださった。ただ，証拠をぽんと出しただけで，

これが証拠ですよというならば，被告の人も，いや，私は分かりませんとい

う話になると思うんですが，これを要するに体の中に付けた，股の方にも入

れて持ってきたというようなことを説明しました。我々も，証拠だと言われ

ても，こんなの証拠になるんかと思ったんですが，そういう，ここに付けま

した，ここに付けましたとなれば，ああ，なるほど，こうやって持ってきた

んだなという証拠らしさが分かりました。当然今までもそれはやってきたん

でしょうが，我々裁判員としてはそういう疑問もはじめの頃あったんですが，

それがよかったなと私は思っております。そういう運び方もちゃんとしてく

れたんですね。 

【司会者】  単に証拠を出すだけじゃなくて，それをどういうふうに運ん

できたのかということについてもきちんと説明がありましたか。 

【４番】  そうですね。で，その証拠物件を我々にも触らせてくれたんで

すよね。だから，ああ，なるほどなと思って。 

【司会者】  それでいろいろ実感できるところがあったということですか。 

【４番】  はい。 

【司会者】  ありがとうございました。 

 若干，証拠のことについてもお話が出てまいりましたので，少し話を進め

まして，今出ました証拠ということでは，法廷で証拠の書類，写真であった

り，あるいは図面であったり，今出た証拠物そのものであったりというもの

もありますし，証人が出てきて証言をする，あるいは被告人が話をするとい

うような場面もあったかと思います。こういう場面を思い浮かべていただい

て，何か御感想，御意見等があれば，お伺いしたいと思います。 

 こういうところはすごく工夫があって理解しやすかったとか，あるいはこ

ういう証言というのはすごく理解しにくかったとか。先ほど通訳が聞きづら
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いというところですとか，そういう話もありましたけれども，いかがでしょ

うか。 

【７番】  モニター画面にメールが添付されるんです，ばーっと。あれを

見せられたって分かりません，正直言って。検察官の説明を聞いて，ああ，

そういうことかと。言われて，なるほどと。でも，私たち素人から見て，あ

れだけの，ましてや英語じゃなくてヨーロッパ系ですから全然分かりません，

現地の言葉を使われても。ああいうものが証拠として，ああ，これが証拠な

んだなという程度。それを我々みたいに素人に見せられても，ああ，そうな

のかと。そこら辺のところがありました。 

【司会者】  情報量としては，ばーっとメールの画面が出て，その中で検

察官が大事な部分だけを読み上げたというようなことですか。 

【７番】  はい。それも日本語じゃなくて，生の文面そのままですからね。 

【司会者】  生の言語のままのものが提示をされたということですか。 

【７番】  そうです。チェコ語なんてさっぱり分かりませんし，そういう

部分でちょっといら立ちがあったということです。 

【司会者】  その辺はもっと工夫が欲しかったということですかね。 

【７番】  そうですね。それをちょっと和訳していただいて，先ほど言わ

れたように，図式的にその人物がこういうことを言っているというのをちょ

っとつけ加えていただいて，その人間がこの間にどういうリレーションした

かとか，その間に誰がいるんだとか全部分かるじゃないですか，図面化すれ

ば。そうすると，すごくすっきりしているし。 

【司会者】  ありがとうございます。ほかにいかがですか。今，御意見が

ありましたような，そういう証拠書類の調べ方，法廷での出し方，あるいは

証言あるいは供述について。 

【６番】  私のときは，検察官の方が証拠１個挙がるごとに裁判員の方に

向かってやってくれたので，ああ，ここは重要なんだなということはすごく
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分かりやすかったと思います。 

 でも，裁判ってこういうものなのかなと思ったのが，証言，証人の人が空

港の職員の方で，実際に麻薬，覚せい剤が入っているスーツケースを見付け

て，被告人に最初に尋問した人が証言に立ったんですけど，それが１年前の

話だったんですね。空港で捕まって。弁護士の方が証人に対して突っ込んで

いたのは，そのときの間はどうだったんですかとか，被告人はおびえていま

したかといったことをすごくしきりに突っ込んでいたんですけど，私たち一

般人の感覚からして，１年前のそのことを覚えているかなというのはすごく

不思議に思って，こういうものなのかという感じで最後終わりましたけど，

そこは率直に疑問に思いました。 

【司会者】  ありがとうございます。今の，薬物が発見されるときの立ち

会った職員の方が証言に立たれたということは，多分，担当された事件の中

であったと思いますけれども，その証言の中身，あるいは証言自体が理解し

やすかったか，あるいはどうだったのかという点も含めてでも結構ですけれ

ども，何かほかにございますか。 

【２番】  私のときも通訳の方の言葉が，声が小さくて，ごちょごちょご

ちょっとなってよく聞き取れなくて，もう一度言ってくれとか，そういうこ

とは私どものときは言わなかったんですけれども，あれじゃ通訳している意

味がないなと思ったんですね。メキシコ語しゃべる人なんかそんないるわけ

じゃないでしょうからね，しようがないんでしょうけれども。 

【司会者】  日本語に通訳する声が聞き取りにくかったということですか

ね。 

【２番】  被告人に聞いて，いろいろとメキシコ語でどうだったか，どん

な暮らしをしていたとか，そういうのを通訳の方が聞いて，話すんですけれ

ども，それが聞こえないときが，声が小さくてぼそぼそと言うものだから，

日本語として成り立っていないというか。 
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【司会者】  通訳をしているがゆえに奇麗な日本語になっていないという

部分もあるということですか。 

【２番】  日本語にはなっているんでしょうけど，語尾が聞き取れないと

か，声が小さいとか，言葉がはっきりしていないとか，そういうのでよくな

かったなと思いますね。 

【司会者】  ありがとうございます。ほかにいかがでしょうか。 

【８番】  モニターに映し出された膨大な証拠物件があったからだと思う

んですが，変わるのがちょっと早いかな。ぱっぱっと変わっちゃうので，そ

れを見て自分は，あっ，これはそういう証拠もあったんだとか，私の場合は

日本人だったので，今言った携帯メールの内容というのは日本語だったので

理解しやすかったんですけど，流れが早いかなって。それで，そこで立ち止

まって考えている時間があまりなく，ぱっぱっと，あっ，これが証拠なんだ，

証拠がこれだけあるんだというのを感じたかなというのが正直です。その証

拠物件を見て考えるというより，これがちゃんとした証拠物件なんだなとい

う，そういうふうに思いました。 

【司会者】  その証拠について何か御自分で考えるというところまでの時

間がないという，法廷ではということですか。 

【８番】  はい。見慣れないものばっかりですし，それはちょっと思いま

した。 

【司会者】  ありがとうございます。ほかにいかがでしょうかね。 

 証言とか，あるいは供述調書というところはどうでしょうか。証人が実際

に法廷に来て話をしたというような事件を担当された方もいらっしゃると思

いますけれども，証人が来ずに，供述調書でその人が話をした内容というこ

とで，これが証拠ですよという，そういう手続の進め方をした事件もあった

んだろうと思うんですけれども，その辺りで，分かりやすかった，分かりに

くかったという御感想はございませんか。いかがですか。 
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【１番】  私のときは２４７２グラムという膨大な覚せい剤で，乗ってき

たときの流れからの説明は素晴らしかったですよ。私もすぐ分かりました。

実際に検察の証拠書類も全部。最初に見付けたときの意見と，最後のときの

意見は，被告側は大分変わってきている。「私は持ってきてない。」と言って

いるというんですけど，最初は「私が持ってきた。」と言っているのに，だん

だんだんだん持っていかない方に動いていったんです。書いてありましたけ

れども，弁護が入った途端に言葉が変わってくというかね。というのもあり

ました。それは感じました。 

 言葉の，「麻薬です。」と言っていたんです，本人も捕まったときに。それ

が何か弁護人が加わって，文章が変わっていくんですけど，そういうのも・・・。 

【司会者】  すいません，今おっしゃっているのは，まず空港で見つかっ

たときの証人が法廷に来て，話をしたと。 

【１番】  しました。そのときには，その捕まった人は麻薬だということ

を，近いことを言っていたんですね。それを聞いているわけです。ところが，

弁護側が加わった途端に，そういうものはしませんけど，言葉が，何かこう

言ってることが変わっていったんですね。変わっていくんです。 

【司会者】  弁護人が加わってからというのは，どういう場面ですか。被

告人の質問でということですか。 

【１番】  被告の質問，そうですね。そういうことです。最後の方へ，判

決の方へ行きますよね，どんどん。行った流れの中で３日目辺りのときに「私

は持ってきてない，頼まれて持ってきた。」という言葉に変わるんですけど，

変わっていたというか，なっているんですけど，その前には，その人はその

人に捕まったときに「これは麻薬だ。」と言っているんですよね。 

【司会者】  そういう証言があったんですね。 

【１番】  はい。それが実際に文章で出てくると，「私は頼まれて持ってき

た。知らずに持ってきた。誰かが入れたんだ。」という文章に変わっていたん

 - 21 - 



です。それはなぜか分からないですけどね。その説明の仕方はすごく私たち

は分かりやすかったです。証言の人はこう言っている，あまりに食い違って

いるというかね。 

【司会者】  そこは検察官の説明が上手だったということですか。 

【１番】  そうですね。そこのところはよく分からんですけど，意味的に

分からないですけど，すごくよかったですよ。どんどん追い詰めていくとい

うか，言葉が変わっていく流れをずっと固めていくというんですかね。 

【司会者】  それは被告人に質問しているという場面で，弁護人が聞いて

いる中身を今度は検察官が反対に聞いていくと，どんどん被告人の言い分が

変わっていってという，そういうことですか。 

【１番】  そうです。 

【司会者】  なるほど。検察官の質問がすごくうまかったということです

ね。 

【１番】  ですかね。見ていて面白かったんです。面白かったって悪いで

すけど。 

【司会者】  今，御指摘あったように，尋問というのは検察官が質問して，

弁護人が質問する，あるいは逆に弁護人が質問して，検察官が質問するとい

う，そういうような形でやっているんですけれども，一体何を聞いているの

か分からないなというふうに思われたりとか，すごく尋問の仕方がうまくて，

よく分かったと思われたりとか，いろんな尋問を聞かれて感想をお持ちにな

られたりするかなと思うんですけれども，その辺りいかがですか。何か思い

当たることはございませんか。 

【７番】  この言い方は大変失礼な言い方ですけれども，弁護側と検察側

というのはバトルになりますから，そういうときはどうしても。検察の方は

細かに一言一句全部追及しますから，素晴らしいなと僕は惚れ惚れしました

けれども，だから，そういう関係があるわけですから，検察の方が具体的に
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漏れなくだーっと間髪なしで反論していく，あれがなかったら，とてもじゃ

ないけど，我々にも分かりません。 

 ですから，弁護人の立場としては，それでも，被告人といいましょうか，

証人といいますか，それをいわゆる弁護するわけですから，これは大前提か

ら無理があるみたいな，そんな素人発想で申し訳ないんですが，特に覚せい

剤なんか相手が外国人ですから，日本人の感覚では何も伝わってきませんか

ら。 

 だから，そういった面では，覚せい剤に関することは別に今回が初めての，

私が携わった事件が初めてじゃなくて，もう何十，何百まで行っているのか

知りませんけど，繰り返している，中身も同じようなパターンで，だからそ

ういうふうに考えますと，しょせん無理がある。量刑を軽くするどうのこう

の，弁護はそういうことだと思うんですけどね。そんなふうなところです。 

【司会者】  ありがとうございます。被告人が外国人だと，先ほど感情移

入という言葉がありましたけれども，伝わりにくいものがやっぱりあるとい

うことなんですかね。 

【７番】  そうですね。外国人というか，被告，いわゆる外国人。この方

の態度，表現，言っている内容の変化，先ほど１番さんがおっしゃった，ニ

ュアンスが変わっていくのは私も経験しています。ですから，そんなのは分

からないです。やっているのか，本当なのか。涙で平気で訴えていますから，

ほだされるとね，私も，この人にも生活があって，家族がいて子供がいると

なると，やっぱりぐらぐらっと来るんですよ，どうしても。遠くの世界だろ

うから，ましてや日本じゃないから，ちょっと伝わりにくいですね。 

【司会者】  ほかにいかがですか。そういった証言あるいは供述，それが

外国人だというところが理解にどうつながるのかというところの話が出まし

たけれども。 

【２番】  私のときは２０代の女性で，泣かれましてね，みんな集まった
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ときには「やっぱり女性の涙にはかなわねえな。」って男の人たちが言ったら，

おばさんたちが「そういうことばっかり言ってるから駄目なのよ，男は。」っ

て怒られましたけど。量刑のあれだったので，重いか，軽いか，でも，後で

考えると，どうも大体その辺の量刑になるというある程度の幅ですか，そこ

のところに裁判官の方も弁護士の方も，大体この間に入るんだろうというよ

うな想定で，それをどっちに少し引っ張るかというような裁判の内容だった

のかなと思いましたけどね。 

 自分で雇う金があるわけじゃないですからね，国選弁護人が付くわけです

から，一応国選弁護人の方もやらないと仕事にならないわけですから。そん

な感じがしました。 

【司会者】  ありがとうございます。 

 中には，被告人がいろんな主張をしている事件を担当された方もいらっし

ゃると思うんですけれども，例えば，弁護側の方から被告人の住んでいる国

はこういう国なんだとか，あるいはこういう治安状況なんだ，そんなような

証拠といいますか，そういうものが出されたというような事件を担当された

方，外国人の事件でございますか。 

【３番】  なされました。こういう市場で，トラベラーズチェック，外国

に行くときのとか，あとパスポートが偽物だったから捕まっちゃったんです

けど，パスポートも信頼の置ける人から買って，こういう市場だったよとい

うのを，地図とか，その町の雰囲気みたいなのを弁護人の方が。 

【司会者】  証拠で出されたんですか。 

【３番】  そうですね。だから，日本だと麻薬駄目絶対というふうにちっ

ちゃいときから教育しますけど，アフリカとかあっちの方はそういう教育も

こっちとは違うから，認識が全然違うことを分かってほしいみたいな，そう

いう言葉じゃなかったですけど，何かそういう雰囲気のことは。 

【司会者】  そういう証拠を弁護人が。 
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【３番】  町のことはそうですね。 

【司会者】  それはすっと理解ができましたか。ああ，なるほどなという

感じで。 

【３番】  そうですね。あっ，そうなんだなというぐらいで。そこの場で

分からなかったことでも，ちょっと何かやると，じゃ休廷しますって控室に

帰ってくるので，それでほかの人たち，８人，裁判員の方，補充裁判員の方

がいらっしゃる。だから，あれはどういう意味だったのとかいろいろ聞いて，

また時間だから行きましょうみたいな感じだったので，ついていけないとい

うことはなかったです。 

【司会者】  法廷で行った証拠調べを休憩の時間に，お互いにどういう証

拠だったんだろうかという確認をして，また法廷に臨むというようなことで，

きちんと理解をしながら手続が進められたということですか。 

【３番】  そうですね。本当はおしゃべりしちゃいけないのかもしれない

んですけど，前後の方に「今の意味分かりましたか。ちょっと分からなかっ

たんですけど。」とかこそこそ言いながら廊下を歩いたり，エレベーターの中

に入ったり。 

【司会者】  移動の途中に。 

【３番】  うん。で，休憩でおやつをつまみながら教えてもらって，また

行くという感じでした。 

【司会者】  そういうことも大事だということですね。休憩時間の間にみ

んなで分からないところをお互いに疑問点を出し合ったりして，共通の理解

に立つというんですかね。 

【３番】  そうですね。家庭で生きているだけなので，ああいう場に行か

ないから，結構疲れちゃうんですよね。戻ってきたときに頭の整理ができる。

ぶっ続けにばーっとやられちゃったら多分，５日間もたないで，途中でやめ

させてくださいだったと思うんですけど，ちょこちょこ休憩もありましたし，
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判決を出しますよという前の日が１日お休みでしたので，全く違うことをし

て気分転換してから当日臨むことができましたので，割とすっきりした感じ

で。 

【司会者】  ありがとうございます。ほかにいかがでしょう。ちょっと話

がそれちゃいましたけど，外国人でその人の国の様子や何かを弁護人が証拠

として出してきたというような事件，ほかの方はございませんでしたか。 

 審理の内容ということで，当事者の活動とか，あるいは証拠の中身という

ことでいろいろ御意見をいただきましたけれども，ほかにいかがでしょうか。 

 じゃ，検察官とか弁護士さんの方から何かお聞きになりたいことがあれば

と思うんですけれども，検察官，何かございますか。 

【検察官渡邊】  まず，さっき少し出ていた論告についてなんですけど，

検察官が最後に，こういう証拠からこういう事実が言えるんです，だからこ

の人は有罪なんですと，そういった意見を言うときに，よく覚せい剤の密輸

の事件では，密輸にはまず密輸組織が関わっているんですと。密輸組織とい

うのは，密輸を成功させてお金もうけをする目的なんだから，運び屋に運ば

せる覚せい剤が，ちゃんと組織が考えている運搬先に絶対届くようにしない

といけないんだ，じゃないと，高い覚せい剤が知らない所に行ってしまった

ら組織は大損してしまうし，だから絶対到達するような，そういう回収でき

るような手段を講じているはずですと，そういったような主張をよくするこ

とがあるんですけど，検察官のそういう意見をその場で聞いていて，ああ，

なるほどなって素直に思えるのかどうかというところが気になっていまして，

その辺りについて御意見なり御感想があれば，ぜひ教えていただきたいなと

思っています。 

【司会者】  多分，事実関係に争いがあるような事件を念頭に置いている

んですね，今の話は。 

【１番】  私のときは新宿まで届けるということでやって，みんなで打ち
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合わせしたときに，少量は通るんですけれども，要するにどうせ捕まるんだ

ったら一発で何キロを通してしまおうというような匂いがした件なんですね，

これ。 

そのときに，今おっしゃったように，届けるのが当たり前であれば，３日

で捕まる流れの中で，もっとどでかいのが通過しているんじゃないかみたい

な感じが非常にしたんですよ。要するに，わざと一つは分かるようにしてお

いて，もう１個は分からないようにして抜けちゃうんじゃないかみたいな。

要するに届けられる，そこまで行くために手段を何とかやっていく流れをや

っていたんですけれども，それを考えていくと，とにかく通してしまったら

勝ちだと。そういう匂いのする感じだと，私はそういうことを感じました。

すごくよく分かりましたよ。 

【司会者】  検察官が言うように，そういう組織があって，利益のために

こういうことをやっているんだというのはすっと理解できるということです

か。スーツケースの形状やら何やらから。 

【１番】  はい。あと個人的にやっている感じもしましたよね。組織だと，

もっと頭いいですよね。 

【検察官渡邊】  隠し方があんまりうまくないというか。 

【１番】  うん。とにかくよく見なきゃ分からない感じでもないんですよ。

３キロというのは持ったら重いですよ。乗せたときに異常を感じたらしいで

すよ，置いた瞬間に。もうちょっと，あれは密輸のそういう組織じゃないで

すよね。個人的な二人ぐらいでやっている世界じゃないですか。そんな感じ

がしましたよ。 

【司会者】  そういうスーツケースの形状からいろいろそんなことまで考

えが巡るということですかね。 

【１番】  普通に考えても，もうちょっと頭のいい隠し方があるような気

が，真剣に通すのであれば。 
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【司会者】  ほかの方，いかがですか。 

【４番】  そういう取引をした，しないどうのこうのというような話があ

って，我々裁判員もうーんという感じだったんですが，さっきも言ったよう

に，こういう物件があって，それを体のどこどこにということをはっきり出

してくれた。それで我々裁判員も，ああ，この人はそういうことをやったん

だなというのが分かった。 

 だから，さっきも言いましたが，もちろん今までそういうことをやってい

たんだろうけれども，我々裁判員はそんなのはテレビか何かしか見ていない

もので，実感的には感じないですが，そのときは初めて，おそらく裁判員の

皆さんも，ああ，そうかというような感じもしました。だから，なるほどな

と私も思っておりました。 

【司会者】  ほかにいかがでしょうか。５番さんも事実関係を争う事件で，

検察官の論告で先ほどお話があったような，そういう主張というのは出てい

なかったですか。密輸組織があってというような。 

【５番】  それはありました。 

【司会者】  それは論告を聞かれて，すっと理解できたのか，うん，待て

よというような感じがあったのか，いかがですか。 

【５番】  その人の話とかいろいろ聞いて，脅迫を受けて運んだというふ

うな話だったんですけど，その後，捕まったときの行動だったりとか，いろ

いろと脅かされてやったのとは違うかなと。 

【司会者】  いかがでしょう。検察官，よろしいですか。もう少しお聞き

になりたいですか。 

【検察官渡邊】  あと証人の話なんですけど，どういった証人を法廷に呼

んで直接話を聞くのかというのは，検察官なりに選んでいるわけですね。誰

でもいいというわけではなくて，この人から話を聞けば分かりやすいんじゃ

ないかということでピックアップして法廷に来ていただいているんですけど，
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日本人の共犯者がいる事件だと，共犯者の名前も分かっているし，一緒に逮

捕されていれば，その人も証人として連れてくることは可能なんですけど，

共犯者も，私は知らなかったとか私はやっていないとか否認をしていると，

やっていませんと争っている証人を連れてきて話をさせてしまうと，余計ご

ちゃごちゃになって分かりにくいんじゃないかということで，わざと呼ばな

いということもあるんですね。 

 ただ，裁判員の方からしたら，何でこの共犯者の人は法廷に来ないのかし

らとか，この人の意見も直接聞いてみたかったのになというお気持ちを抱か

れたのではないかなと思うところもありまして，どうせ名前も分かっている

し，共犯者がいるなら直接聞いてみたかったということがあれば，教えてい

ただきたいなと思います。 

【６番】  まさにおっしゃるとおりで，私のときは空港の税関の職員だっ

たんですけど，でも，供述調書の中で，実行犯の上位役の人の供述も取って

いるという調書を読み上げていただいたんですけど，率直に，じゃ，その人

が証言してくれれば，もっと早いんだろうなというのは，裁判員同士の話の

中でも「変だよね。」というのは出ていたのは確かですね。 

 それによって裁判がぐちゃぐちゃになっちゃうとかって思われたのかもし

れないですけど，素人目線からすると，指示した人がいて，その人も供述し

ているということは捕まっているわけなので，その人が証言に立ってくれれ

ばいいんではないかなと思いました。 

【司会者】  ほかに共犯者の事件を担当した方は８番さんですかね。 

【８番】  はい。日本人の共犯者の方がいて，でも，量刑を決める裁判だ

ったので，罰は罰というか，罪は罪というのは決まっていたので，あえてそ

こから聞く必要は私はないのかなとは思いました。 

【司会者】  関係した人の話は直接聞かなくても，それでよかったという。 

【８番】  そうですね。あえてそこじゃなくても，ほかに彼女は生い立ち
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とかもいろいろあったので。 

【司会者】  むしろそちらの方が中心的な問題だったということですかね。 

【８番】  そうですね。 

【７番】  検察官の方が共犯者という言葉を使うんですけれども，ぶっち

ゃけた話，どこまでが共犯なのかというのは我々分からないんです。何か少

し絡んでいる，携わっているんじゃないかと。ただ，日本に住んでいる所の

アパートに，被告人が日本に来て，そこの世帯主というか，そこに住んでい

る元々の人は，その人がそんなふうに携わっているとは夢にも何も知らない

と。本当に泊めてやるだけと。でも，結果的にそれは共犯者という存在にな

るのかどうか，我々にも分からないです。 

【司会者】  ７番さんの事件ではそういう，共犯者とは言わないにしても，

関係した人が証人で何人か証言をされたんですか。 

【７番】  来て証言されていましたよ。 

【司会者】  仮にそれが証言ではなくて，こういうことを言っていますと

いう供述調書というか，書類だとどうですか。 

【７番】  それはメールね。それがメール。そのメールをモニター画面で

向こうの言語で。 

【司会者】  証人が話をしてくれたわけですか，そのメールに関して。 

【７番】  そうです。 

【司会者】  それが証人ではなくて，供述調書という書面だったらどうだ

ったかなと。仮の話になっちゃいますけれども，やっぱり証人が来て，直接

話を聞いた方が理解しやすかったということですか。 

【７番】  それはそうですね。 

【司会者】  元々メール自体も膨大なものだった。 

【７番】  ただ，俗っぽく言うと，女性なんですよ。覚せい剤を持ち込ん

だ被告人のもう一人のパートナー，悪いパートナーですけど，それの元恋人，
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そういうふうになってくると，もう訳分からんですね，共犯。結局，その女

性は無罪で何も問われませんでしたよ。 

 でも，携わっているのは事実ですよね。そこの部屋に来て泊まった人間が

どこどこに対してこういうメールを打ってという立証をするわけですよ。そ

れがモニターに映されて，我々はそれを，裁判官の方々がそれを見ながら，

検察官とかもそれを見ながら，物的証拠はこのように時間差がちゃんと合っ

ているじゃないかとか，誰が誰でこれはこうなっている，そういうふうに突

っ込んでいくじゃないですか。そこで初めて我々は後からでも分かってくる。 

 だから，簡単に共犯者というのは，どこまで共犯というのが一つ分かりに

くいのと，共犯者の証言を本当にどこまで信用できるのかどうか，そういう

感じですね。 

【弁護士東】  ８番の方にお伺いしたいなと思ったんですけれども，今回

の裁判の中で精神的な障害ということが問題になっていたと思うんですけれ

ども，それらを説明する例えば医師などの専門家的な証人などは出なかった

というふうに聞いているんですね，証人としては。その中で，障害の内容で

あるとか，あるいはそれが事件にどのように関わっていくのかという部分に

関して，なかなか御苦労された面があるんじゃないかなと思うので，その辺

りをお伺いできればと思ったんですけれども。 

【８番】  言葉自体は私も知らなかったのが正直です。やっぱり休廷のと

きにお部屋に来て，裁判官の方に聞いて，調べていただいて，教えていただ

いたり，あと証人でお医者さんは出ませんでしたけど，精神保健福祉士が最

初にこういう症状でということを詳しくお話しいただいたので，それはそん

なに時間が掛からなかったです。そのことを踏まえて，気持ちをどうセーブ

して考えていくかというのはちょっとありましたね。 

【弁護士東】  もう１点よろしいですか。７番の方に１点だけお伺いした

いんですけれども，今回，検察官の被告人質問に対して，これは正確かどう
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か分からないんですけれども，被告人が黙秘をしたというか，きちんと答え

なかったといったようなことがあったようにお聞きしているんですけれども，

そのような態度というのはやはり判断していく中で困難な点になったんでし

ょうか。 

【７番】  そうですね。検察官はおそらく二，三十問，質問しまして，全

部・・・。 

【弁護士東】  黙秘しますと。 

【７番】  そうですね。 

【弁護士東】  一応質問を全部して，だけど，それに全部黙秘しますとい

うのを。 

【７番】  はい。短時間で二，三十回。 

【弁護士東】  ちなみに弁護人は特に止めなかったんですかね，質問が二，

三十続いて。 

【７番】  ええ。黙っていらっしゃいました。何も言いませんでした。 

【弁護士東】  なるほど。分かりました。 

【司会者】  それでは，評議について御意見，御感想をいただきたいと思

います。主に裁判官の評議の進め方がどうだったのかという点，あるいは事

件の中身とか，あるいは被告人が外国人であったというために非常に結論を

出すのが難しかったというような部分があれば，そういった御感想もいただ

ければと思いますけれども，評議に関していかがでしょうか。 

【６番】  評議についてなんですけど，私が担当した件ですと，お三方が

役割分担をされていただいて，右陪席の方が司会進行役で，左陪席の方が我々

とある意味同じ位置に立って意見を言う。裁判長がそれをまとめる，話が脱

線したときにちょっとそれを戻すという役割の中でやっていただいたので，

非常に簡潔で分かりやすかったという印象，プロのディスカッションだなと

いう感じは受けました。 
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 ちょっと細かい話になっちゃうかもしれないんですけれども，量刑につい

て定めるときに，この被告人は覚せい剤という認識がありながら，それを運

んできたよというところまではすんなり落ちたんですけど，その後，じゃ実

際何年にしましょうと。覚せい剤が５.３キロぐらい，約２億円の量，莫大な

量であるから，５.３キロの場合の通例は何年ですよという表を見せられたん

ですけど，その被告人が，別にそれが１キロだろうと，５キロだろうと，１

０キロだろうと，その仕事は受けたとは思うんですね。なので，量によって

刑の長さを決めるというところは，ちょっと腑に落ちないなというのはあり

ました。 

 もう一つは，共謀している事件で，要は上位者も捕まっているし，一緒に

運んだ人も捕まっていて，その人たちの刑が何年かというのは，はかりとし

て欲しかった。もし裁判の流れで上位者の方が私たちが裁いた人よりも軽か

ったらちょっと心が痛いですし，一番の末端の使いっ走りみたいな人間にこ

の刑を与えたのに，上位者はもっと低かったといったら，ちょっとこれは腑

に落ちないので，周りの相関関係で，周りの人が何年だからこの人はこうだ

ったというふうに決めたいよねというのもありました。 

【司会者】  ありがとうございます。覚せい剤の密輸事件だとなかなか刑

の決め方が難しい，基準があるようでないような，それから共犯者がいる事

件だと，その人たちの処分が気になるということですかね。 

 ほかにいかがでしょうか。最初の自己紹介で５番の方，最後，刑を決める

ときにいろいろ悩まれたとありましたけれども，もし何かコメントをいただ

ければ。 

【５番】  確かに，同情とか，そういうのではなく，それは日本人だろう

が，外国人だろうが，私は関係なかったんですけど，でも，その人の人生に

関わる，確かに本当に悪いことだと思いますけど，人の人生に関わるものを，

確かにみんなで決めたこととはいえ，ちょっと後味が悪かったなと。 
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【司会者】  そういう心理的負担，精神的な負担があったと。 

【４番】  私は信賞必罰という考え方を持っていました。今回，この評議

の最終結論において，先ほども言いましたが，有罪無罪までぐらいの関係か

なと思っていたんですが，刑までとは思わなかったんですが，被告人がアフ

リカ人でありまして，要するに外国人だった。 

 外国人でも，近隣の外国人とはまた考えが違うと思いますが，アフリカと

いう遠く離れた所を考慮したらば，信賞必罰という考えが全然なくなりまし

て，今度逆に同情が入っちゃったりしました。 

 それのいい悪いは別として，ちゃんと刑は決まりましたが，裁判官の方に

聞きたいんですが，そういう感情はやっぱり入りますか。それとも，いや，

これはここなんだから，だからこうなんだということでもって，そういう感

情なんて入らないんですか。余計なことですが。 

【司会者】  裁判官への御質問ですか。 

【４番】  うん。 

【司会者】  多分，刑を決めるとき，こういうような考え方をするべしと

いうような説明が裁判官からあったと思うんですけど，その辺は御記憶はあ

りますか。 

【４番】  ちょっと，なかったんだね。 

【司会者】  この人がどんな人であっても，やっぱりやったことがどれぐ

らい悪いことなのか，社会的に罪に問われることなのかという，やったこと，

行為中心に考えましょうという説明が多分最初にあったと思うんです。 

【４番】  そんなことは言われた記憶はあるんですがね。ただ・・・。 

【司会者】  それだけではなかなか刑を決められない。 

【４番】  決められなかったですね。ですから今，問いたいんですがね。

ま，多分慣れているから，そういう感情は入らないと思うんですがね。いや，

我々裁判員はみんなそういう感情を持つことは当たり前のことでね。慣れて
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いないから。だから，持っても私は悪くはないと思います。でも，本職の方

はどういう感情があるのか，そういう感情は全然ないのかということをね，

今ここで聞きたいんです。 

【裁判官林】  例えば，被告人の生活環境だとかが判断する人の環境と相

重なる場合も事件によってはあるかもしれませんよね。そういったときに，

おっしゃった同情という気持ち，人としての気持ちは，私個人の場合であれ

ば，それは事件ごとに感じるところはあるとは，人である以上は裁判官だっ

て出てくるのかなと個人的には思います。 

 ただ，基本的には，やったことに対する見合った責任と生じた結果ですと

か，犯行の方法，態様，あるいは動機ですとか，こういったところをまずは

基本に考えるという考えに立ち戻って考えるように，私の場合はしています。

ほかの裁判官の人はどういうふうに考えているかはちょっと何とも言えない

んですけれども。 

【司会者】  どうもありがとうございます。 

 ３番さん，いかがですか。評議というところにテーマについてどのような

感想をお持ちですか。 

【３番】  さっき感情移入の話をちょこっとしたので，審理と重なってし

まうかもしれないんですけれども，いろいろ自分が思っていることを話して

いましたら，裁判官が「じゃ，そのことは御自分で裁判の中で質問してみた

らいかがですか。」と言ってくださったので，御家族がいらっしゃるとおっし

ゃっていたから，御家族，奥さんとお子さんを置いて，こういうことで出て

くるということで後ろめたさはなかったのかとか，そういう質問を自分でさ

せていただいたんですけれども。 

 だから，評議に入るときには，その人がどういうふうに育ってきてとか，

どういう価値観を持っていてというよりは，自分が知らなかったのかもしれ

ないけど，間違ったパスポートで日本に入ってしまって，日本が追い出して
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くれたのはすごくありがたかったかなって。 

 あと刑についても，一人ずつ紙が配られて，どう思うかというのを書いて

いって，なぜそう思うのかというのをみんな説明をして，全部の意見を聞い

て，質問があったら裁判官の３人の方がそれぞれ，全部３人の方が意見を言

ったわけじゃないですけど，お話を聞かせていただいて，もう１回どう思う

かと書いていって，ちょこっと一言だけ添えて，８人全員意見を言って決め

たりしたので，最初は自分には人を裁くなんて，とてもじゃないですけど，

無理ですからと思っていたんですけど，そうじゃなくて，みんなでよく考え

て，この罪はどういう重さなのかなというのをみんなで時間を掛けて考えた

よねという，自信じゃないし，安定じゃないですけど，そういう気持ちで最

後判決の席に座ることができましたので，私は評議はとても充実して，悔い

とかは残らないものだったなと感じています。 

【司会者】  ありがとうございます。 

 ２番の方，いかがですか。評議に関しては。 

【２番】 我々裁判なんていうのは一生のうちにあるかどうか分からないよ

うなことだと思うんですよね。麻薬とか覚せい剤に携わるということに関し

て，日本の法律が甘いんじゃないかと思って，今このままで，今の計算され

た量刑でいいのかどうかというのもありますね。だから，どんどんどんどん

入ってくるんじゃないかなというのもちょっと感じましたね。 

 ほかの国では死刑だとか終身刑だとかってなる国もあるわけですから，日

本は欧米のどこかの国のまねをしているのか，どこかに合わせているのか，

よく分からないんですけど，ちょっと軽過ぎるような。一般市民からすると

全く別の世界のことで，我々に関係ないことですからね，もっと量刑は重く

て，裁判所は何をやっているんだろうというような感じがします。 

【司会者】  ありがとうございます。 

 １番の方，いかがですか，評議に関して。 
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【１番】  流れ的には，うちのチームは結構まとまっていて，評議してい

く流れが裁判官を中心としてすごく速やかに進んだイメージがありますね。

ただ，先ほどと同じで，意見が分かれていくんで，その部分のところは確か

にまとめるときに，軽い方へ行く人と軽くない方へ行く人とあるわけですね。

基本的には一つの意見の中に，先ほどもちらっと出ていましたけど，量では

なくて，要するに大体何年ぐらいが普通であるみたいな表があるじゃないで

すか。それで話したとき，この表は１回無視しましょうという話にしたんで

すよ。 

 それで，小さければ軽いとか，いっぱいだからとかではなく，この行為を

したことに対して，みんなの意見を言いましょうということにして。要する

に，例えば３年でいいとか１年でいいとか，そういうレベルではないと。こ

れを使って苦しむ学生や日本人がどれだけいるかを問うてみたら，意見が合

うんですね。 

【司会者】  ７番さん，いかがですか，評議に関しましては。 

【７番】  評議に関しましては，６番さんの意見とちょっと似ているんで

すけど，大体，根拠というか，何をやったかという履歴を全部ずーっと抽出

して，まとめて，それに基づいて最終結論を出していくというプロセスにな

っているじゃないですか。 

 そこで，裁判官の方がリードしていただいて，全員意見を言えて，その人

が何をやった，何なのかというのを全部出してもらって，ああいうところは

非常にいいことだなと思ったんですね。いいも悪いもすべて書き出すわけで

すから。そういうやり方は私はすごく納得できましたね。 

【司会者】  進め方とか，あるいはそこで何か判断が難しいというような

部分を，もしお感じになったところがあるのであれば。 

【７番】  僕自身思ったのは，素朴に記憶力。要するに，ずっと１週間や

っているじゃないですか。メモを取ったら聞き漏らしてしまうし，もう記憶
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力かなみたいな。そんなスポーツ感覚というか，脳感覚はそんな。大切なこ

とを言い忘れていないか，見落としていないか，ほんと緊張で集中しますね。

あれが一番きつかったです。 

【司会者】  特に有罪か無罪かというところですか。 

【７番】  そうですね。直前ですから。それの根拠ですから。以上です。 

【司会者】  ありがとうございます。８番の方，いかがですか。 

【８番】  評議は，裁判長をはじめ裁判官の方が非常に分かりやすくかみ

砕いてくださったので，自分の考えというのも持つことができたり，緊張感

をすごくほぐしてくださるような雰囲気を作ってくださったので，臆するこ

となくそれを話すことはできました。 

 話の進め方とか改善すべき点というのは全く分からないんですが，進め方

とか，本当にど素人の私たちとかが考えていけば考えていくほど，深みには

まっていっちゃうようなことで，分からなくなる一方だったような気がする

んですね。そこのところの要点をぱっぱっとかいつまんでまとめてくださっ

たりとかしたので，すごく進行的には助かったかなというのは思いました。 

【司会者】  ありがとうございます。一通り皆さん方から御意見を伺った

んですけれども，何かほかにこの点につけ加えてございますか。 

【２番】  量刑の表がありましたね。あれがちょっとプレッシャーになっ

ていて，この間に大体いかなくちゃいけないんじゃないかという，そういう

感じが，飛び跳ねて重くしたら悪いんじゃないかとか，あれはどうなんです

かね。 

【司会者】  量刑資料についてはおそらく裁判官の方から，これは単に参

考であって，特にこれに従わなければいけないということはありませんとい

う説明は・・・。 

【２番】  多分そういう話はあったと思うんですけど，あれを見せられる

とやはり，それがもう頭の中で前提になっちゃいますよね。でも，見て参考
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にはなりますけどね。ああ，こんなに重いんだなというあれは，軽いんだな

とかね，あるんですけどね。あれは微妙に，素人があれを見ると影響されま

すね。 

【司会者】  １番の方は，それを１回取っ払って議論をしてみたという話

もありましたけれども。 

【１番】  はい。 

【４番】  やっぱりあれは参考になると思います。ということは，これか

ら何回も何回もこういう裁判員をやるならば別なんですが，初めて来て，初

めて刑を決めろったって，何かないと刑を決められないというのが本当じゃ

ないかと思うんですね。 

 ですから，そういう例があれば，１個じゃなくて，私の場合，４項目ぐら

いあったと思ったですね。何年何か月，何年何か月。だから，この事件はこ

のぐらいの量刑なのかなという部分が分かったような気がして。それがなけ

れば，みんなで話し合って，じゃ一つのものに決めましょうということにな

っちゃう。私，それはまずいと思うんですよ。やっぱりいろんな人がいて，

刑だっていろんな形というか，項目があるから，それに書いて出すことがで

きますからね。だからやっぱり何かそういう例を作ってもらわないと難しい

ですね。 

【司会者】  最後になりますけれども，今後裁判員，補充裁判員になられ

る方が千葉の地域からもどんどん出てくるわけですけれども，これからそう

いう役目を担われる方々に対して，一度こういう役目を経験された皆様方か

ら何かメッセージといいますか，伝えたいということがあれば，聞かせてい

ただければということなんですけれども，これはお一人ずつまた伺っていっ

てよろしゅうございますかね。１番の方からお願いします。 

【１番】  今後の方にはぜひ，まず年齢を分けて選ばれたと思うんですよ

ね，若い人から６０代まで奇麗に分かれて６人を選ばれたような気がしたん
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です，私は。 

【司会者】  全くアットランダムですので，多分それは偶然だったとは思

いますけれども。 

【１番】  そうですか。そのときに，こういうことをやったことを，内容

は言わないんですけど，選ばれたことを言うじゃないですか，会社とか。そ

うすると，手を挙げて「どうしたら選ばれるんでしょうか。」と言う人が結構

おって，結構なりたがる方がいるんですよね。普通，確かに負担感があった

りとか仕事の調節とかありますけれども，社会的にも会社的にも選ばれた方

が評価的にもよくなるんですね。人間的な評価がよくなるんで，会社として

持ち上げてくれて，特別何とか休暇というのをくれるようになっているじゃ

ないですか。 

 ああいったものは僕の会社では僕が初めてなんですよ。１万人ぐらい会社

に人がいるわけです。その全部の中で私が初めてなんです。そのときのため

にも，ちょっとしゃべるときが来そうな気がして，どこまでしゃべっていい

のか分からない。ぜひやってもらいたいというか，アドバイス的にはもう何

もないですね。とにかくいろんな人を選んで，どんどん参加させてもらいた

いような気がしますけどね。みんな喜ぶんじゃないでしょうかね。 

【司会者】  ありがとうございます。２番の方，いかがですか。 

【２番】  私たちがやったのは麻薬の，もう犯罪が決まっているとか，量

刑だけとか，ほとんどやっているなという，そういうようなものだったから

よかったんですけど，殺人だとか強盗だとかよく新聞等に出る，ああいうの

でなくて，みんな「よかったね，よかったね。」と言って，終わったとき言っ

たんですけれども，そうなったときに，無罪か有罪か分からないような，す

ごく精神的に重いものをしょうと思うんですけどね。 

 これから裁判員になる方は，我々のこういう裁判だったらぜひ経験して，

また来たらまたやりたいぐらいの感じで，非常に楽しかったです。ためにな
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ったという感じですけど，それが問題の事件とか何かになったときにどうな

のかなというのは，ちょっと自信がないですね。 

 ま，２日目か何かにやっぱり泣いているのを見て，やっぱり私なんかも夜

ふと夢でちらっと出てきましたので，外国人だと思いながらもやっぱり夢に

出てくるくらいですから，これが殺人とか何かで有罪無罪がはっきりしない

ような場合だったらどうだったんだろうなと思います。 

 でも，ま，基本的には参加して，いろいろ勉強した方がいいと思いますね。 

【司会者】  どうもありがとうございます。３番の方，いかがですか。 

【３番】  家族とか自分の周りの人たちに前もって話しておかないと，こ

れだけの時間を取り分けることがなかなかできないので，でも，突然裁判員

をやってくださいじゃなくて，何か月も前から段取りよく来るので，積極的

に裁判員をやってみたらいかがですかというふうにお伝えしたいです。 

 私もすごく心配してて，実際裁判が終わった後，この後，この被告はどう

なるんだろうとすごく不安になって，裁判所に問い合わせたりとか，あと何

日か眠れなかったので，頂いたお手紙の中には，メンタルのことでお悩みだ

ったらこちらに御連絡くださいというようなものがあったんですけれども，

そちらで話を聞いていただいて，落ち着いて，「きっと１か月もたつ頃にはこ

この存在も忘れてしまうぐらい日常のことでお忙しくなると思いますけど，

万が一そうじゃなかったら，またお電話くださいね。」と優しく言っていただ

いたので，今回，こういう資料がなかったら本当にこんな事件に関わったん

だということすら覚えていなかったくらいだったので，もし自分がすごく傷

ついてしまったとしても，サポートをいっぱいしていただけるので，あと，

やりなさいって強制ではないので，できるなら積極的に受けていただきたい

なというふうに感じます。以上です。 

【司会者】  ありがとうございます。４番の方，いかがでしょうか。 

【４番】  最初裁判員が集まったときに，ちゃんと説明してもらいたい。
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説明したかもしれないけど，私はちょっと忘れちゃった，要するに私は，無

罪か有罪かの辺までの話かなと思って参加したんです。刑までやるとは思っ

ていなかったので，そこら辺，私の勘違いだと思う。 

 それもそうなんですが，ちゃんとそういうものをできるならば説明しても

らいたいのと，６番さんが言ったように，裁判という，今はこういうことを

しておりますというような，何かこう分かるような解説みたいなのが欲しい

んですよね。それは無理かもしれないけどね。でも，区別というか，今，検

察官がこういう部分について言っていますというような，そういうことはで

きないですかね。 

【司会者】  そういうことは工夫の余地があるということですか。 

【４番】  うん。弁護士さんも。 

【司会者】  今後裁判員になられる方々に対してメッセージを何か一言い

ただければと思うんですけれども，いかがですか。 

【４番】  浮足が立たないようにしてくださいということですね。何か浮

足が立っちゃった，私の場合は。 

【司会者】  最初の１日目とかいうのは大事ですよということですかね。 

【４番】  そうですね。それがやっぱり一番大事ですね。 

 もう一つ，これはもう１回，我々は１回きりなんですか，裁判員になると

いうことは。 

【司会者】  いえいえ。今年の名簿はもうでき上がりましたけれども，毎

年毎年，名簿を切り替えますので，１年ごとに名簿に登載されるかどうかと

いうのが１１月ぐらいには毎年分かります。 

【４番】  １回きりじゃないということですか。 

【司会者】  ではないです。 

【４番】  それは分からないということ。 

【司会者】  はい。 

 - 42 - 



【４番】  はい，分かりました。 

【司会者】  ありがとうございます。５番さん，いかがですか。 

【５番】  ほかの方もおっしゃっていたように，一つの経験として，私は

もう１回当たったらちょっと嫌だと思いますけれども，私はもういいなと思

いますけど，やっぱり１回経験したら，周りでなる人の気持ちをそれぞれ受

け止め方だったりとか考え方だったりとか違うと思うので。 

【司会者】  ありがとうございます。６番の方，いかがでしょうか。 

【６番】  こういう今のこの状態でも匿名で，かつ，ここを離れたら誰と

も会わないという，こういう特殊な環境，要は一般生活で損得がない環境と

いうのはあり得ない。こういう特殊な環境でやるディスカッションだったり，

会議なので，これからなられる方に対しては，積極的に質問とか意見をした

方がいいんじゃないかなと。 

 特に，私もそうだったんですけど，評議の間とかも周りの意見を聞いて，

自分の意見を曲げることができる。普通の生活していたらあんまり，プライ

ドの問題，立場の問題があって，曲げることってできないと思うんですけど，

それがすんなりできたので，こういう機会に本当に積極的に携わってほしい

というのが一つと，私は仕事，営業をやっているので，仕事の都合をつける

のが大変だったので，きっちり都合をつけて臨んでくださいということです。

以上です。 

【司会者】  どうもありがとうございます。７番の方，いかがでしょうか。 

【７番】  私個人なんですけれども，負担感という感覚はないです。国民

の義務として，やるべきことはやらなきゃいけませんので。 

 ただ，私が事件の公判に携わってスタートのときに，私の，多分こういう

イメージでこういうことが起こるんだろうなという，それから約１週間ぐら

いたった後に，自分の意見がどれだけ変わっているかというのを実感しまし

た。 
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 やっぱり人が人を裁く，人が人を評議するという難しさと，人間であると

いうことを大前提として持っていたので，つくづく感じましたね。これぐら

い感じたことはないです。ですから，次の方々に，そういう部分で迷いとか

いろいろ出てくるけれども，起承転結できちっと，戻るということが，ぶれ

ないということだろうというふうに私は思っています。 

 最後に，先ほどから何回か出ていますけれども，携わる事件の全体像が１

枚の紙で図式化されたものが用意されると非常に分かりやすいんじゃないか

なと思います。そんな感じです。以上です。 

【司会者】  ありがとうございます。８番の方，いかがですか。 

【８番】  私は仕事をしていますが，フルタイムではないので，時間的な

問題も別になく，家事に差し支えるような時間帯でも拘束というか，ここに

いる時間がなかったので，やはり負担感というのは全くなかったです。 

 守秘義務とかって書いてあって，そういうのはどうなのかなって思ったん

ですけど，意外に周りの方の反応が，聞きたいのに聞けないというか，それ

もいけない部分なのかなとは思うんですが，法廷での証言とか，それは話し

てもいいことということは話せるのに，聞いてこない，突っ込んでこない，

で，今思うとしゃべることはなかったかなと思います。だから，それの負担

感というのも別にありませんでした。 

 話合いの中で最終結論を出す，量刑を決めていく中で，裁くというよりも，

その人が悪いことをしたので，担当事件が日本人の若い女性だったというこ

ともあるんですけど，やはり話し合った裁判員みんなの意見として，裁くと

いうより，その人の後押し，これからの人生頑張れというようなことが最終

的にみんなで出たような結論だったような話合いだった気がします。それを

判決のときに裁判長ががんと言ってくださったので，気持ちがすっと楽にな

って，充実感みたいなものも私はありました。 

 なので，これからもし裁判員に登録されましたよ，呼ばれました，当たっ

 - 44 - 



 - 45 - 

ちゃいましたという方は，臆せずにひとつやってみる，貴重な経験になりま

すので，私も引き出しが一つできたかなというような経験をさせていただき

ましたので，ぜひ来たらやっていただきたいなと思います。 

【司会者】  どうもありがとうございました。まだまだ言い足りないこと

がたくさんおありになるかと思いますけれども，予定した時刻がもう過ぎて

しまっておりますので，今日のところはここでお開きにさせていただきたい

と思います。 

 皆さん，本当に貴重な御意見いただきました。どうもありがとうございま

した。これで終了させていただきます。 

以 上 


